
Japan ST working group の活動報告

令和４年 5 月 11 日

我々は、2019 年 10 月 28 日にロンドン会議で戴さん（Mr. Tunghua Tai）から Sustainable 
Tourism (TT)の提案を受けて以来、日本の JTREC で同主題の検討を重ねてまいりました。
今回のフォーラムの場を借りて、今までの検討内容と自己評価システムの要約を発表した
いと思います。

1. 要約
持続的な観光を SDGs に則った観光と解釈すれば、それは観光事業者の行動を SDGs の行
動規範に従わせる指針ともいえます。
そこで、SDGs の目標及びターゲットから観光に関する条項を抽出し、これをビジネス基準
として設定しました。
旅行者を含む観光事業者はこのビジネス基準を順守して行動するために、その達成に向け
た行動プランを作成します。
観光事業者は行動の成果について、自己評価システムを用いてその達成度を自己評価しま
す。
自己評価結果は公表され、観光関係者や観光者は、それにより観光商品について、その持続
可能性を判断することが可能となります。

2. 観光用の SDGs の抽出方法
観光は基本的に、観光地、オペレーター（ホテルとアコモデーションを含む）および旅行者
から構成されます。
中でも旅行者は重要で、商品、観光地および自己の行動を評価しますが、それが新たな商品
発注につながります。
そこで、抽出する分野として次の 5 項目を設定し, その結果をビジネス基準としました。

1) 旅行者
2) 旅行業者
3) 交通輸送
4) 旅行支援・サプライヤー
5) 観光地域・サービス





3. 自己評価システム
これは別の Power point ファイルで詳しく述べますが、行動プラン達成度をレベル０からレ
ベル５までの基準で評価し、SDGs の目標ごとに平均値を算出するものです。

4. 今後の課題
以上に説明したビジネス基準が、SDGs の達成に向けて実効性があるかどうか検証する必要
があります。
現在、観光専門家の意見を伺っているところであり、さらに行政官庁等の意見も徴したいと
思っています。
さらに、ST プロジェクトの終結に向けて台湾側の関係者と調整を図りたいと思っておりま
す。
ご協力をお願いいたします。

以上


